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英詩の一つ二つ
・　　　　　　　　　－オーバーヘッドを通して－
鈴　木　昭　一
“p。etryisatb。tt。maCriticism。fli＆｝と言ったのは19世紀の詩人．批評家マシュ
ー・アーノルドである。彼は破竹の勢いで伸びてゆくイギリス社会にあって，物質文明の
高度化を前に，「物」よりは「心」を力説し続けた。日本の現在とヴィクトリア朝のイギリ
スとを比較検討するつもりはないが，数字化された高度経済成長を前に，戦後25年を振り
返って嘆きの声をあげる識者は実に多い。得体の知れない金を凍み上げてみて，今や政
2）
治・社会ことに思想や文化面での立ち遅れが聞かれる。述清明は「25年たったいま顧みる
と，やはり想像以上にテソポが早かったなあという印象は持つ。急行列車が途中の駅を見
3）
捨てて走っていくような形で，25年進んできたといった印象ですね。」と述べている。経済
という急行列車が超スピードで目の前を通り過ぎてゆくと，なんとなく足元をすくわれた
ような焦燥感が我々の心に襲いかかってくる。じっとしてはおれないという気になって，
自らもあくせく動きまわる。「英語」の中や周りにもそういう空気は押し寄せており，と
りわけ「英会話」なるものが日本を風靡しつつある。私自身英語教師であってみれば，そ
のすべてを嘆いているわけではない。しかし，ある種の危険性がひそんでいるような気も
する。このことについては，後日焼金を見つけて感想を述べてみたい。
さて，世界の文学を詰るとき，フラソス文学やロシア文学が小説で名をなしているとす
れば，イギリス文学は詩においてだといわれている。シェイクスピアの面白さはどこにあ
るか，と尋ねられたあるイギリス人は，即座に「詩だ」と語ったそうである。日本の英文
学界の果している役割も相当なものだろうが，私はまだ入口に立ったはかりでその全貌す
らつかめないでいる。中野好夫は，直接資料に按する枚会のない身であってみれば，日本
・1）
での英文学研究は「あちらの研究の受売りにすぎない」とはっきり認めている。同様のこ
とは，国際語としての英語の重要性を力説する国広正雄も，海外留学をしてきた友人の経
琴からこう言っている0「彼らが学問と膚じて，その研究に力を注いできた，いわゆる英
米文学なるものが，しょせんは二番煎じ，三番煎じ以外のなにものでもないことを痛感し
5）
て戻ってきたのです。」（そうはいっても「イギリスの一般人でも知っているようなことを
6）
対象に，研究という名に自己満足」してきた英文学者たちもそれなりの成果は修めている
であろう。）私も一言苦言を呈するならば，英文学の車では詩がよいとする学者たちが多
いのに比して，その詩自体の鑑賞とかそれを英語の初心者に分け与える努力となると何と
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7）
少ないことであろうか。作品自体の鑑賞など当然のことだと考えているのかもしれないし，
長年英文学に親しんだ人たちの目から見れば，自然と口をついでとび出す有名な詩句はす
でに熟知しているところかもしれない。しかしある作品の歴史的役割やその史実との因果
関係を追求する前に，最も素朴な作品の鑑賞こそ大切にされるべきではなかろうか。「鑑
賞を忘れた批評」に支えられた英文学研究は，先にふれた日本の中での研究における自己
満足につながらざるをえないような気がする。英文学の全貌すらわからない身であってみ
れば，具体的な個々の作品の鑑賞をこそ最も大切にしたい。歴史的な評価の定まった作品
も多々あるであろう。しかし，どんなにおいしい食物でも満腹の時には手が出ないように，
どんなに秀れた作品と人から言われようとも，こちら側にそれを受け入れる食欲と味覚が
なければ，消化不良に終らざるをえない。言いふるされ，発見しつくされたことでも，自
分の目で，自分の手で掘り出したものには，言いしれぬ喜びがある。ワーヅワスの詩の一
つ二つを読んでみてつくづくそう思った。何時間という時間をかけて「独り居の喜びなる
8）
胸の内に」一瞬ひらめいた感動をこそ大切にしたいと患う。幸いワーヅワスが句′露CαJ
月α肋血の「序文」でこう語っていてくれる。
“IhaveonerequesttomakeofmyReader，Whibhis，thatinjudgingthesePoemshe
would decide by his ownfeelings genuinely，and not by renection upon whatwi11
，r。bablyb。thej。dgm。nt。f。theE”
以下私の感じたこと，考えたことを述べてみたい。
上島建青が『英語青年』（1970年6月号）で「Wordsworthと日本」と題してNoyes教授
の分析を紹介してくれている。それによると‘TheDafEodiIs’と‘Tothe Cuckoo’が日本
で一番多く取り上げられている，ということである。なる程と患う。特に‘TheDaffodils’
についてみるに，この詩の明るさが支えになっていると思う。視覚的な美しきが展開され
ていて読者は自分の手で心の中に映像を措きやすい。しかも辞書を引き引き，心の中に措
き上げた映像に向って∴詩人がその最終連（第4連）でこう意義づけてくれる。
Theynash11POnthatinwardeye
Whichistheblissofsolitude；
この詩に近づけたことのうれしさたるや倍増すること間違いなしである。Noyes教授のリ
ストが必ずしも正確なものではないと言いながらも，日本的な受け入れ方を見るのに面白
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い，と上島建膏はつけ加えている。‘TheDaffodils’は私の巨にもふれることが多かった。
路上で出合う美人にも言いしれぬ魅力はあるが，接触することが多ければ，静かな勧番を
覚えることも又多いものである。
英語を学び始めて，4，5年でこの詩に出合うとする。－初心者が辞書を引き引き，
何が書かれているかをつかむのにまず1時間はかかる。どうやら意味をつかめたか，と一
安心したところで“thatinwardeye”とか“theblissofs01itude”とは何のことか，という
問答が始まる。孤独を求軌　あるいは孤独から脱け出そうとする青春の車で反褒すること
また1時間。わかったような，わからないような状態で，別な角度から近づいてみる。ど
う朗読したらよいか，という手がかりを英詩親律法などに学びつつ手がけてみる。そして
音の響きが詩の中味とどうかかわりをもっているか，押韻を調べては音読し，長短母音や
子音の響きにも気づいて少しずつ心踊らせてゆく。それに要することまた1時間。微風の
ある野山か小川のほとりに飛び出して一人野道をさ迷い，3時間かけた‘The Daffodils，
を口ずさんでみる。と，ふとワーヅワスの追体験を身の内に感じ，ああいう光景に出合っ
たのはいつで，詩にまとめたのはいつか，と詮索してみたくなる。1時間の散素の後に，
また1時間。そして，それははてしなく拡がってゆく。－これは決して私自身の経験で
はない。活字にして1貫そこそこの英詩を読むのに少くとも4，5時間はかかるし，それ
だけの価値もあると言いたいのである。ワーヅワスの詩の中で’TheDaffodils’が一番多く
読まれる理由の一つは各連6行で4連という短かさと起承転結の明快さにあるといえよう。
更に，この詩が一個の独立した内容を持ち，同時に詩の内側かう自ずとワーヅワスの世界
へ拡がってゆく糸口ともなりうるためであろう。
一般的に言ってワープワスが日本でもてはやされる最も単純な理由は，そのわかりやす
さにあるといえる。外国人が辞書の助けを借りて文脈を追ってゆけは，ある程度の理解が
可能だという点にある。そのことはシェイクスピアを託もうとするときの努力と比較して
みるまでもなかろう。“It（Poetry）takesitsoriginfrOmemotionrecollectedintranqui1－
10）
1ity．”という言葉はワープワス自身にとってはかりでなく，我々外国人にとっても大きな
慰めである。つまり，辞書を引き引き培ってきた読者の心の中の詩を大切にしていれば
いい，という支えになるからである。それと同時に，‘poeticdiction仁を捨てよ，という
ワープワスの綻案にも又支えられている。どれが‘poeticdiction’なのかを知らなくとも，
それを使わないことを心がけた詩，従って主膚が日常生潜の中にあるごく普通のことであ
り，対象が動物や少年少女や村人を含んだ自然なのだから，わかりやすさも増してくる。
‘peticdiction’を廃せ，と言いながら，ワーヅワス自身必ずしもそれに成功していない，
という談論はこの際どうでもいいことである。更にもう二つ，英語という外国語を通しな
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がらも心情的にわかる，というてとも言えよう。「我々が英国の浪漫派の詩の中で，殆ど
何らの抵抗なしに素直に入ってゆけるのは彼等の持っている抒情的なものです。」と平井
正穂が楷摘するように，言葉の完全な理解を達成できなくとも情感を共にできる，という
ことにもよるであろう。
ワーヅワスの詩には概して泥臭さがない。私の言う泥臭さとは人間のどろどろした欲望
を語るものがないという意味である。人と人との苫藤に見られるけがれや，いやらしさも，
従ってそれを乗り越えて尚美しく輝くものもない。自然との交わりを重んじた詩人であっ
12）
てみれば当然といえるが，そのことは「ワーヅワスにヒューモアが欠けていた」というこ
とに通じるであろう。しかし泥臭い生命力がない代りに，すがすがしい清潔感がある。詩
人の妹ドロシイの語るところによれば，彼等が実際水仙の光景に出合ったのは嵐模様の日
13）
だったというが，ワーヅワスが‘TheDaffodils’で語る自然は，猛威をふるって人をたた
きのめすときの自然ではなく，人間を暖かく包みこんでくれる自然である。荒れ狂う海で
はない静かな湖水は人の心のけがれをみごとに洗い落としてくれる。
14）
「ヮーヅワスは視覚と聴覚の詩人である」と言われているが，群がる水仙の姿は‘Lucダ
Poemsにうたわれている「董」の小ささとは対鷹的である。
Avioletbyamossystone
Halfhiddenfromtheeye！
（“Shedweltamongtheuntroddenways，”5，6）
苔むす石のかたわらに可憐に吹く一輪の茎は，色採の対鷹故に美しく映ることは確かだが，
茎からみれば巨岩ともいえる石との対比は小さきもののあわれをさそう。しかし，‘The
Da放）dils’にはそういうあわれっぱさがない。
クロッカスが小さな黄色をのぞかせて春の到来を告げ，やがて太陽の輝きにも一段と暖
か味が加わり，木々が新線紅色づくころ，はてしなく統く水仙の黄金色が湖水の青や木々
の線の中でさんぜんと輝き，きざ紋に乱反射する光の屈折にも増して，その花びらの歓喜
した姿が空間に波紋を措く。－ここには確かに読む者の胸を打つ視覚の美しきがある。
15）
プライス博士は「日本の学生は英詩を読もうとしないから，英文のリズムを解さない」
と言っていたという。外国人である我々が音の効果を論ずるのは，時としてとんでもない
間違いを犯しそうである。しかしそれを恐れていては言葉の持つ音の効果，特に英詩にお
ける音の響きに注意を払わないで終ってしまいそうである。独断的な分析をしてみること
にする。
‘TheDaHodils’を読んでみると，辞は口に出して読むものだという感を強くする。ワー
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ヅワスの詩が抒情性に富むということを音の点からみると，長母音の巧みな使用にあると
患われる。それに時として〔1〕音が加わる。‘TheDaffodils’の書き出しの2行に見られ
16）
る〔1〕音の効果は詩人の「底なしの孤独」を語るに充分である。
IwANDEREDlonelyasacl0ud
Thatfl0atSOnhigh0′ervalesandhills，
そこへ突如として水仙がとびこんでくる。詩人の漂泊ぶりとは対照的に，水仙の安定した
様を示してくれるのは“crowd”“host”“golden”に含まれている二重母音のせいであろう。
ところが，それに続く2行には最初の2行にあった長母音や〔1〕音の効果が再び現われ，
更に“fluttering”“dancing”という－ing形が加わる。
次に，第2連で詩人は完全に水仙の描写に専念する。その安定した拡がりは「天の河」
の比喩に助けられて充分に歌いあげられる。ここに見られるのは1行か2行に圧縮された
音の効果というよりは，第1連に見られた常要素が天の河の如くあちこちに散りばめられ
ていることから来る高まりであろう。
以上二つの連を読んでみて，長母音や〔1〕音や－ing形の使用によってかもし出されてい
る流動感に生命の躍動を吹き込んでいるのは，弱強リズムの基本をくずした“Fluttering”
“Tossing”という第1・2連最後の行の書き出しであることに気づく。基本的な横の流れ
に縦の石を投げ込むことによってこの詩全体を生き生きさせている。一言でいうならば，
以上二つの連はまさに‘dancingtone’に支配されている，と言っても言い過ぎではあるま
い。
続く第3連で詩人が蘇る潮水の波と水仙との比較は，読者に実によくわかる。詩人がこ
の光景の中にいる喜びは，単音の語の多いことや“gazed”の繰り返しの故に，素朴に伝わ
ってくる。又“golden”（第1連）の余観を受けて，“glee”“gay”“gaged”の〔g〕音がよ
く生きている。躍動する勧事が手に取るようである。そして，現在時制をとる最後の連で
すべてをまとめ上げてゆく。
最終連に至って，動詞の時制を変えているという単純な事実が，次の二つのことへ我々
を導いてくれる。すなわち，1802年に出合った光景が2年後にこの詩となったという事実
を教えてくれる妖ドロシーの日記のことと，すでに引用した詩人の詩作態度である。この
最終連にあるものは第3連の動的な躍動の姿でもなければ，第1連最初の2行にあるさす
らいの姿でもない。“thatinwardeye”や“theblissofsolitude”を含む2行の重みが読者
にずしりと響くことはすでに指摘した通りである。それに加えて，詩人の静かな心の躍動
を伝えつつ，読後に尚余韻を残してくれるのは，何といっても最後の行の〔d〕音のせい
であろう。
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Andthenmyheartwithpleasurefills，
Anddanceswiththe daffodils．
以上音の効果という点から私見を述べた。‘TheDaffodils’は英詩へのすばらしき道案内
である。
次に，「調子よく配列された言葉の美しきに目覚め，言葉のもつ魅力はそれだけで情熱で
17）
あり，力である」と考えたワーヅワスが，どのように言葉の選択をしたか，について若干
ふれてみたい。
ワーヅワスの他の詩三つ四つと比較してみると，‘The Daffodils’が単なる道案内や導
入のための詩ではないこともうなづける。詩人が‘ExpostulationandReply’で力説した
“wisepassiveness”も‘TheTablesTurned’でいう“LetNaturebey011rTeacher”も自
然に対する接し方の基本を訴えているにすぎない。書物を捨てて自然へ帰ることを力説す
る意味はもちろんあるが，自然そのものは決して抽象的なものではなく，山であり，川で
あり，木や石や動物たちである。自然はいつも具体的な形をとって我々人間に迫ってく
る。‘Tothe Cuckoo’の場合も，ワーヅワスは郭公の具体的な姿・形を問題にはしていな
い。だから郭公のことを“wanderingVoice”とか“invisiblething”とか言っているのであ
る。ところが‘TheDaffodils’にあるものはそういう抽象化された自然ではない。自然界に
ある水仙という一つの花を中心におき，その周辺を湖水や木々や大空や風が取り巻いてい
る。水仙という具体的な自然とは分離していた詩人の心は，詩の展開とともにその中へ吸
い込まれ，ついに詩人は水仙そのものに，あるいは水仙が詩人そのものに変身してゆく○
’Nature’という言葉（抽象概念）がこの‘The Daffodils’の中にとび出してこないのも，か
えって一層自然そのものを強く印象づけてくれる。ワーヅワスの自然が，彼自身の個人的
な体験を通してとらえられた自然であることを考えてみると，自然界に存在する具体的な
現象を素材にした詩の方が，それだけ多くを読者に語りかけてくれる，と言えよう。
自然現象の一つ「雲」にたとえて，ワーヅワスは‘Resolution andIndependence’で老
人のことをこう言っている。
MotionlessasacloudtheoldManSt00d，
Thathearethnottheloudwindswhentheycall；
Andmovethalltogether，ifitmoveatall．（ⅩⅠ，75→77）
老人が上の如き確固たる雲であるとすれば，ワーヅワスが‘The Daffodils’において自分
を「漂える雲」と位置づけるのは至当である。自然界をさ迷える一つの雲には確かに孤高
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の帝人ワーヅワスを思わせるものがある。“10neliness”とか“solitude”という言葉を詩人
は好んで用いている。‘ResolutionandIndependence’においても“solitude”はとび出して
くる。しかし，そこでは“painofheart，distressandpoverty”（Ⅴ，35）と同居している。
このことから‘TheDaffodils’において“solitude”が“theblissofsolitude”として把撞さ
れるためには，詩人がもう一つの関門を通りぬけなければならなかったことがうかがえる。
そういう詩心の変化・成長ぶりについて論ずることは，力の及ばないところなので差し控
18）
えることとし，ここでは‘Resolution andIndependence’最後の2連に使われた言葉が，
どのように‘TheDaffodils’に生かされているかにだけふれておきたい。
‘ResolutionandIndependence’において詩人は老人のことをこう見ている。
Inmymind′seyeIseemedtoseehimpace
Aboutthewea77mOOrScOntinually，
Wanderingaboutaloneandsilently・（ⅩⅠⅩ，129q131）
この老人の姿こそ‘TheDaffodils’最初の2行の詩人そのものだと言えないだろうか。
“weary”“continually”“alone”“silently”と並べたてた修飾語旬を‘TheDaffodils’の
“alone”という1語に集約し，それを「雲」に結びつけている言葉の選択はみごとである。
そして‘Res01utionandIndependence’最後の連で上に引用した老人の姿に，更に次のよう
につけ加えている。
Andsoonwiththisheothermatterblended，
Chee7カ物uttered，withdemeanourkind，
Butstatelyinthemain；and，Whenheended，
Icouldhavelaughedmyselftoscorntofind
InthatdecrepitMansojirmamind．（ⅩⅩ，134－138）
ここでも“cheerfully”“kind”“stately”“firm”という修飾語句が目にとまる。“Stately”
と“firm”の2語は老人が自己に対してとる厳しい人生態度をいうものであり，その確固
たる信念のあらわれである。それとは逆に，“Cheerfully”と“kind”の2語は他者に対す
るときの温い思いやりであり，人間へのいつくしみであるといえよう。‘Resolution and
Independence’における老人が‘TheDaffodils’における水仙であると考ると，水仙はワー
ヅワスに対して何と“cheerful”で“kind”であることか。そして又，水仙が“stately”で
“firm”であることは，群をなして咲き，舞っている姿そのものの中にうかがえる。言葉
ではなくて，視覚で訴えているワーヅワスの姿勢がよくわかる。
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ワーヅワスが‘The Daffodils，で歌わんとしたものは，水仙という一つの具体的な自然
が，群をなして人間に語りかけるときの明るさである。暗い面拝で近づいたのは人間の
方である。それにしても‘Resolution andlndependence’の“in mymindt；eye”が‘The
Daffodils，で“thatinward eye”に洗錬されているのを見るにつけ，言葉の重みをつくづ
くと感じさせられる。“mind”という言葉が思惟的なものを想起させるのに比して了‘in－
ward”は“mind”をも含みながら尚それ以上である。体で受けとめたもの，頭で受けとめ
たもの，心で受けとめたもの，それらすべてを包含して尚余りある人間の存在そのものを
間藤としている，といえないだろうか。しかもその時，“Painofheart，distressand
poverty”と同居していた“solitude”は“theblissofs01itude”へと高められているのであ
る。
Theyflashuponthatinwardeye
Whichistheblissofsolitude；
19）
を詩人自身自慢するのもうなづける。‘TheDaffodils’が英詩への道案内であるだけでなく，
最終日標でもある，と言わしめるに充分な詩句である。
以上言葉の一つ一つをワーヅワスがいかに配列し，いかに選択してきたかということを
‘TheDaffodils’を例にして多少感想を述べた。この詩を取り上げたのは，日本で最も多く
読まれているという単純な理由によるものである。ところで‘Resolution andIndepend－
ence’は‘The Daffodils’との関連などという点で読むには惜しい詩だと思うので少しふ
れておきたい。
’ResolutionandIndependence’にはワープワスとしては珍しい位どろどろした感じがあ
り，底の方に何かしら鈍く光るものを感じさせてくれる。自然と共に，自然の中に人生を
生きた老人の姿は崇高で，重量感にあふれている。老人を「巨岩」や「海獣」の比喩に託
して述べる次の詩句はすはらしい。
Asahugestoneissometimesseentolie
Couchedonthebaldtopofaneminence；
Wondertoallwhodothesameespy，
Bywhatmeansitcouldthithercome，andwhence；
Sothatitseemsathingenduedwithsense：
Likeasea－beastcrawledforth，thatona品elf
Ofrockorsandreposeth，theretosunitself；（ⅠⅩ，57－63）
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又別なところでは，老人の姿を“Asifheihadbeenreadinginabook”（ⅩII，81）ともとら
えている。しかし，詩人はすでに書物を軽蔑してこう言っている。
Upl Up！myFriend，andquityourbooks；
Orsurelyyou／11growdouble：（‘TheTablesTurned，，1，2）
書物についてのこの見解の違いはどういうわけであろうか。さんざん読書をしてきたワー
ヅワスだからこそ，書物を捨てよ，と言いえたとは思うが，もっと疎い意味がありそうで
ある。
Ourmeddlingintellect
Mis－Shapesthebeauteousformsofthings：－
Wemurdertodessect．（ibid．言25－27）
となげていた詩人が，老人の姿を読書する人ととらえてよしとした理由を次のように考え
てはまずいだろうか。
ワーヅワスがなげいたのは書物そのものでも，読書そのものでもなくて，自然と並列し
た位置に，知識とか科学とかを持ってくる人間の倣饅さだったのであろう。自然が上位に
あって，その下に知識とか科学とか芸術が位置づけられるべきで，決してその逆でもなけ
れば，それらすべてが並列するものでもない。自然という大きな存在の中に包まれた状態
での書物とか科学は，決して否定すべきものではなかったはずである。本に読みふけって
いるような姿で，濁り水に「蛭」を求めてやまぬ老人こそ，まさに理想的な人間の生き方
だ，と言いたげである。その老人はこう語る。
’OnceIcouldmeetwiththemoneveryside；
Buttheyhavedwindledlongbyslowdecay；
YetstillIpersevere，andfindthemwhereImay．’（ⅩⅤHI，124－126）
時代が変り，社会が変っても，老人は相変らず“Leech－gatherer”として一本の杖に身を
託して生きてゆく。“PerSeVere”することに彼は生きがいを兄い出している。生死を超越
した人（“notallalivenordead，Norallasleep”），孤高の人として，老人は十年一日の如
く生きてゆく。それは彼一人の生きがいであるはかりでなく，自然への，又神への敬虔な
態度でもある。産業革命という磯雄文明が容赦なく自然を破壊してゆく時代にあって，減
少してゆく蛭を執拗に求めてやまぬ老人の姿こそ，ワーヅワスその人の生き方であったと
いえないであろうか。矢本貞幹は「ワーヅワスの青年時代は産業革命のために農業から近
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代的工業へ転換しつつあった時期で，彼がその変化を意識していたことはたしかな事実で
20）
あった」と言う。詩というものが時代の先を予見するものであるとすれば，ワーヅワスが
自然を歌い，自然と共にあることを厭ったのは，工業化という美名のもとに，自然破壊を
押し進めてゆく人間の倣擾さへの警告であった，といえよう。そういうワーヅワスの詩は
20世紀の後半に生きている耽々に増々多くを訴えかけてくれるのである。
漠然としているが，ワーヅワスのなげきが検枕文明の自然破壊であったとすると，高度
化した機械文明や物質主義が人間の心をも破壊しつつあることを警告したのは，次の時代
のマシュー・アーノルドである。彼は詩人として出発しながら，やがて批評家に転じてい
った。批評（家）の位置と役割を確立したといわれる‘TheFunctionofCriticism’の中で
「批評」を定義して“myowndefinition ofcriticism：adisinterested endeavou7・tOlearnand
21）
かつαg加e加加∫f如ね　刀0び乃α乃d〟旧‡が　わがは甜OrJd”と言っている。「批評」についての
このような定義は，5年後拡大されて「教養」の定義へと変身してゆく。C〝助ク′βのdA77か
柁砂の出版によって一躍社会評論家・文明評論家にのし上がった彼はこう言っている。
“Cultureisthenproperlydescribednotashavingitsoriginincuriosity，butashaving
itsoriginintheloveofperfection；itisastudiTqfPe2カction．Itmovesbythe force，nOt
merely or primarily of，thescientificpassionforpureknowledge，butals00fthemora1
22）
andsocialpassionfordoingg00d．”
アーノルドの言う「教養」が「学ぶこと」だけではなく，学んだものを「広めること」を
も含んでいるところに，彼の偉大さがあると思われる。そのことをわが身に置きかえて英
語学習のことを思うにつけ，我々が果たすべき役割は，まさにアーノルドの力説する“the
23）
moral，SOCial，andbeneficent character ofculture”にあると考えていいであろう．。
お　あ　り　に
この小論に「オーバーヘッドを通して」という副贋をつけたが，それは次のような比喩
的意味をこめてみたかったからである。その1は，今更私が言うまでもないであろうが，
今後の英語教育はオーバーヘッド・プロジュククーその他視聴覚器材と横棒的に手を纏っ
てゆかなければならない，という意味である。その2は，私が小論で展開したような一見・
わかりきった，しかし素朴な発想を大切にし，それを拡大する必要があるだろう，という
意味である。日本人の英語がなかなか上達しないのは英詩を読まないせいだ，という人も
78　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県短期大学紀要
いる。英語の初心者にもわかるように英詩を解明し，明るい日の光の下でそれを拡大して
みることが必要だろうと思うからである○その3は，私が抱いたような感動や発想を「紀
要」という形に表わすときの自分白身への意味である。具体的な形にすることで意識的に
自己規制をし，次の段階へ発展させる布石としたかったからである。
最後に，マシュー・アーノルドに言わせれば，教養とは批評のことであり，人生の批評
をしてくれるものが詩なのである。詩を「学ぶ」だけでなく，それを広く「伝える」こと
も又英語教師の使命の一つであろう。新たなる学問や研究を掘り起すことではなく，「こ
の世の中で知られ，考えられた最善のもの」を流布することをもって自らの使命と考えて
もいいのではあるまいか。すべての英語教師が学者や研究者であるはずはない。私は私な
りに感じたこと，考えたこと，知ったことをここにまとめてみた。学問と教育との仲介者
となれれば幸いである。
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